[image: image1.bmp]　　増税反対の世論が力、いま発揮するとき！
19日昼に行なった国会前での中央社保協・各界連の要請行動には18団体50人が参加し、それぞれの立場から「増税反対！談合政治は許さない」の思いをぶつけました。
終了後、7グループに分かれて議員要請を行いました。「密室談合はおかしい。今の社会で増税してどうするのか。採決では必ず反対する」（民主・小沢派議員）、「密室協議の内容は、私たち議員も報道で知るような状態で、論議のカヤの外に置かれている。数の力でごり押しは許せない」（社民党議員）、などの反応でした。増税賛成の議員は「社会保障の充実のために必要だ。修正合意は、棚上げではなく、実際に税率が上がるまでに問題を検討していく。増税先行と言われればその通り」（民主議員）と開き直っています。しかし「地元の駅前宣伝で『増税賛成だ』とはっきり言えますか」と食い下がった要請団に「非常に難しい」と言わざるを得ない状況に追い込んでいます。

全国で大規模に宣伝を行い、増税反対の世論をどんどん広げることが、強行採決をさせない力になります。最後まであきらめずに増税反対の声を届け、増税勢力を追い込みましょう。
明日、6月20日(水)の予定は以下のとおりです。

(10時30分～　社保協・国会要請行動）

12時15分～50分　日比谷公園・霞門集合。
国民大運動など3団体と共同で請願デモ

　　13時30分～15時　3団体共同で国会内集会(衆院第2議員会館・多目的会議室）

集会後に議員要請も行います。
＊明後日、21日(木)は12時から衆院第2議員会館前で集会後、衆院第1議員会館第6会議室に移って、国会議員要請を行います。
　＜Ｑ＆Ａ＞修正案審議、たった数時間？　「採決ありき」少数無視

東京新聞・2012年6月19日 朝刊より
 

　消費税率の引き上げを柱とした社会保障と税の一体改革に関する民主、自民、公明三党の修正協議がまとまったのを受け、３党は政府提出の関連法案と自民党がまとめた対案の修正案を21日までに衆院で採決することを目指す。目標期限まであまり時間がない。法案審議はどうなるのか。

　Ｑ　修正案はいつ提出されるのか。

　Ａ　政府提出の関連法案は七本あり、衆院法制局が３党合意に基づいて法案修正の作業を急ピッチで進めている。自民党の対案は、最低保障年金の創設や後期高齢者医療制度の廃止など民主党の主要政策を事実上、棚上げする内容で、すべてを合わせると八法案になる。事務的には十九日にも提出の準備は整う見通しだ。

　Ｑ　では、すぐに衆院で審議されるの。

　Ａ　修正案の提出は、民主党内で修正案を了承する手続きが終わってからになる。手続きが長引けば、提出時期も遅れ、審議にも入れない。

　Ｑ　提出されれば、時間をかけて審議するんだよね。国会の会期も延長すると聞いた。

　Ａ　いや、野田佳彦首相が21日までの衆院での採決をめざしていて、修正案を審議する衆院特別委員会は「21日の採決ありき」で日程が組まれ、審議は数時間だけになる可能性も高い。

　Ｑ　７法案は100時間も議論したんだから、修正案もしっかりと審議すべきだ。

　Ａ　修正案は３党が合意しただけで、他の党は議論に参加していない。３党は衆院の議席では圧倒的多数を握っているけれど、だからといって、形だけの審議で少数意見をほとんど聞かないのは、民主主義のあり方としておかしい。「国会軽視」との批判は免れない。　
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このニュースは県各界連および加盟団体へ送っています。増し刷りしてご活用ください。



























































































































































